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I 目的 l Ro戸1 Jelly (RJ)は働き蜂の下咽頭腺から分酪さ

れる外分泌植で、 女王峰の成長に重要な役割を果たし

ている。 町 には様々な成分が吉まれているが、 その

中で可溶性蛋白質の 8併も以上を示すのが major royal 

jeUy prolei出削RJPのである。 これまで我々はM目下1

multi.mer に桂目した研究を実施し、細胞増殖作用を有

することを明らかにした。 今回 我々はラット小腸上

皮細胞 (IEC-6)を用い 2D-DlGE を応用 した細胞増殖作

用樺序の網羅的な解析を実施したので報告する。

I対象方法1 M目下 1 multin町刺激により発現が変動

する細胞内蛋白質を以下の方法で検出 した。 播種した

IEC-6 は接着を確認桂、 無血清楕地で培養した。 その

後 既報の方法りで精製した同蛋白質(最終演度

O. lmglml) を源加し 24 時間桂に回収した。 対照は非時

加細胞鮮とした。 それぞれ試料を 5 検体ずつ用意した。

次に細胞溶解慣を作成し、 輯蛋白質量を測定桂、 1帥聞

の試料蛋白質を蛍光僚聾した。 これを膨潤したゲルに

アプライし、等電点、電気泳動を実施桂 SDS-PAGE を

行った。 画像解析により変化が見られたスポットをピ

ッキングし、トリプシン処理後、 MALDI-TOF.ぶ1s により

置自質を同定した。 候補蛋白質の mRNA はリアルタ イ ム

PCR 怯にて酷加 。， 1. 3. 6 時間後に捷現を解析した。

I結果l 二次元電気泳動像における MRJP- l multi.mer 添

加群と非耐'10鮮のスポットを比較したと こ ろ 、 酷加昨に
おいて檀教のスポットで%四1 の増棋が確認されたE そ

のつち統計学的に有意蓋の認められる 6 個の増加スポッ

ト、2 個の融少スポット 、計 8 個のスポットを検出した。

その中で最も変化量の大きい蛋白質であった y-enol前e

の n浪NA量を測定したと こ ろ、添加 3 時間後、 6 時間後

に有意な楢加が認められ、酷加 3 時間桂に最も高くなる

ことを確認した。

I考策1 本検討によって、 ラ ット小腸上皮細胞において

MRJP-l multimer 時加昨と非耐川群で円nolase を中心と

する檀教の蛋白質の聾現に変化が見られた。 このこ とか

ら 恥1RJP 1 は細胞内シグナルを蛮止させる外部制撤とし

て樺能する こ とが矛司量された。 今後、 細胞増殖に関わる

シグナル伝達の解明を目指したい。
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